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1 頬粘膜扇平上皮癌一次症例の臨床的検討
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頬粘膜は口唇内側から臼後部までの広い範囲で

ある.この前後に広い解剖学的部位に発生した頬

粘膜癌の治療方針と治療後の評価を画一的に行う

ことは困難である.そこで今回,頬粘膜扇乎上皮

癌一次症例に対する治療方法と予後について,原

発腫壕の解剖学的部位を考慮二に入れて臨床的検討

を行った

【対象】1996年 4月から2006年 3月までの 10

年間に本学新潟病院口腔外科にて根治的治療を行

った頬粘膜扇平上皮癌患者 2射列を対象とした.

E結果】2射列の内訳は,Tlが7例,T2が9例,

T3が3例,T4が 5例であり,これらを前方型,

中央型 , 頬 歯 肉 溝 型 ,後方型に分類して治療と予

後の検討 を行った結乳 酪 中央,頬歯肉溝型で

は目角の再建を配慮 した治療が行われ,後方型に

対 してはswingapproachで術野を展開し,顎骨

を含めで切除し皮弁で再建した.全例の5年粗生

存率は63%であった.

【結論】頬粘膜癌に対する治療は,前方型では開
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日障害や頬の審美的な配慮が必要で,後方型では

明視野における根治性切除が有用と考えられた.

2 舌需平上皮癌の頭部転移様相と予後因子の検

討
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舌扇平上皮癌の坪部転移様相と転移に関連する

予後園子について検討した.

対象は組織学的頚部転移を認めた舌扇平上皮癌

94症例で,転移数,転移準 (転移リンパ節数/捕

出リンパ節数 :LNR),転移レベル,被膜外 (節

外)浸潤の有無,術後放射線,化学療法の有無,

部活時期別 仁一次,二次)の生存率を貸出した.

全症例の 5年疾患特異的生存率は62%であった.

5年疾患特異的生存率は,摘出リンパ節数 (33個

以下 63%,33個以上 60%),転移リンパ節数 (2

欄以下 62%,3個以上 61%),LNR(0.09以下

65%,0.09以上 60%),転移 レベル 日 , Ⅲ

640/0,恥 Ⅳ52%),被膜外浸潤 (有510/0,無

700/a),術後照射 (有 59%,無 66%),術後化学

療法 (有 77%,無 52%),部活時期 卜 次 53%,

二次 61%)であり,これらのなかで有意差を認

めた園子は術後化学療法の有無のみであった.


